














 

回   覧  

  袖 環 第 ４ ５ ２ ２ 号  

令 和 ７ 年 ４ 月 １ ３ 日  

 

 自治会員の皆様へ 

 

袖ケ浦市長  粕谷 智浩  

(公印省略) 

 

 

   令和７年度緑の募金運動について（依頼） 

陽春の候、益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

例年「緑の募金」につきましては、格別の協力を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、本募金は、森林整備に代表される各種緑化活動や緑の普及啓発活

動への支援など、様々な事業に役立たせていただいております。 

また、近年では、地球温暖化防止対策であるＣＯ２の吸収源として、健

全な森づくりへの期待が大きく高まっているところです。 

つきましては、本募金運動の趣旨をご理解のうえご協力頂きますようお

願い申し上げます。 

記  

１  募金運動期間  令和７年５月３１日（土）まで 

２  募金目安額  １世帯当たり５０円程度 

３  募金方法     取りまとめをお願いしております区・自治会等の長へお

願いいたします。 

 

 

連絡先 袖ケ浦市環境管理課環境管理班 

              電話   ０４３８－６２－３４０４ 



緑の募金納入書 
 

令和   年   月   日  

 

区・分区・自治会等名             

 

代表者氏名                  

 

令和７年度緑の募金として  

 

一  金       円 
上記の金額を納付いたします。 

  

緑の募金（袖ケ浦地区） 

 袖ケ浦市長 粕谷 智浩 様  

 

＊募金取りまとめ後、上記にご記入のうえ、 

①現金（募金）と ②この納入書 を下記窓口へご持参下さるようお願いい

たします。 

【平日】市役所環境管理課 

長浦交流センター（長浦行政センター） 

平川交流センター（平川行政センター） 

市民会館（昭和交流センター） 

根形交流センター（根形公民館） 

平岡交流センター（平岡公民館） 

（平日午前８時３０分から午後５時１５分まで） 

【休日】市役所守衛室（午前９時から午後５時まで） 

    ※各交流センターでの取扱いは、平日のみとなります。 



緑の募金
令和7年度

ご協力を
お願いします。

後援／千葉県・千葉県市長会・千葉県町村会

　脱炭素社会や持続可能な地球環境をめざす取組に、大きな関心が寄せられるなか、
みどりづくりは、その中心となる活動のひとつに位置づけられています。
　緑の募金は、みどりの重要性を深く理解される県民の皆様から、たくさんのご支援、ご協力を得て、
各種緑化事業や森林の再生・整備、次世代に向けた学習事業などに役立てられています （写真参照）。
　SDGsの達成や、カーボンニュートラルの実現にも貢献する取組を進めるため、
令和7年度も緑の募金に、あたたかいご協力をお願いいたします。

緑の募金緑の募金緑の募金
募金期間
＜春季＞

4月1日～5月31日
＜秋季＞

9月1日～10月31日

緑の募金は様々な活動に活かされ、
SDGs（持続可能な開発目標）の達成にも大きく貢献します。
また、自然災害被災地の森林整備や緑化活動
（能登半島地震被災地復旧支援等）にも取り組みます。

公益社団法人 千葉県緑化推進委員会
〒299-0265 千葉県袖ケ浦市長浦拓2号580-148
TEL.0438-60-1521　FAX.0438-60-1522
URL https://c-green.or.jp

この他にも、各県から募金の一部を中央団体に寄せ、
国際緑化や災害被災地域の緑化支援などにも役立て
られています。緑の募金について、当委員会ホームペ
ージでも詳しく紹介しております。

SDGsとは
2030年に向けて世界が合意した
「持続可能な開発目標」です。国土緑化運動ポスター

原画コンクール

委員会理事長賞及び全国コンクール
国土緑化推進機構理事長賞受賞作品

作／馬場 弥月さん （中2・千葉県在住）

森づくりの支援、緑の担い手育成

小学校の校外学習支援（袖ケ浦市）

森林環境学習

緑の情報発信、研修会等の開催、自然に親しむ活動

みどりの教室（袖ケ浦市）広報誌グリーンえっせんすの発行等 ときがね湖自然観察会（東金市）

緑の募金の森（海岸林）の造成
（旭市）

第44回緑の少年団交流集会
（大多喜町）

チーバくん

ちばSDGsパートナー716号

ご協力を
お願いします。

子ども達の心の中にみどりを！
363の小中学校から6,585作品の応募



ソフトバンクのご協力により、スマホやパソコンから簡単に寄付ができる「つながる募金」の
利用を開始しました。  つながる募金では、以下の方法で寄付ができます。

◆ 携帯電話の利用料金と一緒に寄付（ソフトバンクユーザー限定）
◆ ソフトバンクポイントで寄付（ソフトバンクスマホをご利用の方限定）
◆ クレジットカードで寄付（どなたでも可能）

寄付金に税制上の
優遇措置があります

家庭募金

学校募金

職場募金

企業募金

街頭募金

そ の 他

　  計

1,374万円

520万円

305万円

422万円

27万円

42万円

2,690万円

51％

19％

11％

16％

1％

2％

1. 令和6年度の緑の募金額

2. 令和6年度の緑の募金使途

緑の募金がキャッシュレスでも！

県民の皆様へ
～ご協力有難うございました～

26,900,057円（令和7年1月31日現在）
募金実績内訳等

※表やグラフの割合（％）については、
　四捨五入をしているため、
　内訳の合計が100％にならない場合があります。

募金用具等運動推進費
10％

※6月の定時総会後、緑の募金決算を
　当委員会ホームページ上に掲載いたします。

https://c-green.or.jp/6386/

詳細はこちらから

緑の募金を含む当委員会へのご
寄付は法人税、所得税、個人住民
税（県民税・市町村住民税）にお
ける優遇措置を受けられます。
（市町村民税は各市町村の条例
の指定により適否が異なります）
詳しくはお問い合わせください。

全国交付金
4％
（国際緑化協力、公募事業 等）

募金事務経費
10％

森林・里山整備等推進事業
8％
(緑の募金の森の造成、
森林ボランティア活動の支援 等)

緑化等推進整備事業
11％
（緑化キャンペーンの実施、緑化情報発信 等）

青少年等育成指導推進事業
20％
(緑の少年団の育成、緑化ポスターコンクール、
緑の教室の開催、森と緑に親しむ活動支援事業 等)

市町村交付事業（54市町村）
37％

　「緑の募金による森林整備等の推進に関する法律」に基づき実施しました
令和6年度緑の募金運動は県民の皆様をはじめ団体、企業等各方面からの
温かいご理解とご協力をいただき、多くの浄財が寄せられました。
　お寄せいただいた募金は、県民の皆様に身近な環境緑化やみどりの保全、
ボランティアによる森林整備の支援、次代を担う子供たちにみどりの大切
さを伝える活動など、みどりづくりの大きな原動力となりました。



 

 

            袖環第４１６０号 

令和７年４月１３日 

  各  位 

 

袖ケ浦市長 粕谷 智浩 

（公印省略） 

 

   市内一斉清掃の実施について（依頼） 

 日頃、市の環境美化にご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 市では、皆様のご協力の下に一斉清掃を実施しておりますが、昨年度におい

ては市内全域から約５２トンの散乱ごみが回収されました。これも皆様方のご

協力の賜物と感謝申し上げます。 

つきましては、今年度第１回目の一斉清掃を下記のとおり実施いたしますの

で、ご多忙中、恐縮ではございますが、ご協力の程よろしくお願いいたします。 

記 

１ 実 施 日 令和７年５月２５日（日）  

       順延の場合は ６月１日（日） 

※実施・順延いずれの場合も、午前７時ごろ広報無線で放送します。聞き取れない場合

や、再度内容を確認したい場合は、通話料無料の防災行政無線テレホン案内をご利用

ください。フリーダイヤル０１２０-０３１-２４０です。 

※なお、２日間とも悪天候の場合は、中止となります。 

２ 清掃時間 午前８時から正午までの間 

３ 清掃場所 住宅地周辺の道路・側溝（雨水枡を含む）・ごみ集積所等 

４ 清掃内容 ビン、缶、紙くず等の散乱しているごみの回収 

５ 側溝清掃 裏面を参照 

 

【参加する皆様へのお願い】 

・ 道路等で作業する場合は、車両等との接触や交通事故に十分注意してください。 

・ 収集したごみは、指定された場所以外には出さないでください。午前１１時頃から

収集を開始します。 

・ 側溝等の清掃の際に出た土砂は、土のう袋に入れ、必ず土のう袋専用の収集場所に

出してください。（事前に環境管理課に連絡のあった場所以外では、収集いたしま

せん） 

・ ボランティア袋は可燃ごみ（紙くず・ビニール・ペットボトル等）と不燃ごみ（ビ

ン・缶類）、有害ごみ（スプレー缶、ライター等）に必ず分別して出してください。 

・ ボランティア袋に入らない大きさの散乱ごみや、車の部品、消火器、家電などは、

不法投棄として別途対応しますので、一斉清掃では動かさずに、後日、廃棄物対策

課（TEL63-1881）へご連絡ください。現地確認のうえ、対応を協議させていただき

ます。 

・ 一斉清掃実施日以外は、ボランティア袋の回収はできません。 

・ 各家庭のごみ、事業用のごみは一切出せませんのでご協力ください。 

 

問合せ先 袖ケ浦市役所 環境管理課 

℡ ６２－３４１３ 

回 覧 



 

 

側溝等の清掃を行う場合の確認事項 
 

 

１ 側溝等の清掃 

側溝等の清掃を実施する場合、土のう袋以外の袋に土砂を入れると水が抜

けませんので、必ず土のう袋をご使用下さい。土のう袋には、土砂以外のご

み等を入れないでください。 

 

２ 土のう袋の配布および収集場所の確認について 

土のう袋は環境管理課窓口にて配布いたします。 

配布の際に収集場所を確認しますので、あらかじめ場所を決めておいて下

さい。  

なお、前回配布された土のう袋を使用する場合や、自治会等で所有してい

る土のう袋を使う場合でも、必ず、環境管理課に土のう袋の収集場所をご連

絡ください。前回と同じ収集場所であっても、連絡がない場合は収集いたし

ませんので、忘れずにご連絡をお願いいたします。 

 

３ 土のう袋の収集場所 

道路敷や歩道敷、公園入口付近等に収集場所を設ける際は、通行者に支障

のないよう配慮ください。 

環境管理課にご連絡いただいた場所以外は、土のう袋の収集ができません

のでご注意ください。 

 

４ 土のう袋の収集方法 

土のう袋は、水抜きのため、１０日ほど経過してから収集を行います。 

一斉清掃当日には収集できませんのでご了承ください。 

  また、期間中に雨が降った場合、収集が遅くなります。 

 

 



「駅からハイキング」の開催について 

 

 拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

また、日頃より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

令和７年６月６日（金）～令和７年６月８日（日）の期間、以下のとおりウォーキングイベントを開催い

たしますので、ご承知おきいただけますようお願い申し上げます。 

敬具 

≪開 催 概 要≫ 

●名  称 駅からハイキング 

●共  催 東日本旅客鉄道株式会社、袖ケ浦市、一般社団法人袖ケ浦市観光協会 

●開催日時 令和７年６月６日（金）～令和７年６月８日（日） 

      ９時３０分～１６時３０分（予定） ※雨天決行 

●コ ー ス ①長浦駅→②蔵波城址→③山野貝塚→④袖ケ浦市郷土博物館→⑤袖ケ浦公園 

→⑥ゆりの里→⑦広域農道（フラワーライン）→⑧袖ケ浦駅 

 

【問 合 先】 

袖ケ浦市環境経済部商工観光課 

電話：0438—62—3465   

E-mail：sode19@city.sodegaura.chiba.jp 

mailto:sode19@city.sodegaura.chiba.jp














お仕事説明会 in袖ケ浦市

働くことに関心のある方(年齢上限無)

高校生からシニア従業員の 参加費
無料

15名程度 ※お申込みが必要

主催：(株)セブン‐イレブン・ジャパン 共催：袖ケ浦市

セブン‐イレブン スタッフ応募受付センター
 ０５７０‐０３１‐７１１

【受付時間】
１０:００から１９:００

※お仕事説明会開催日、お名前、年齢、電話番号をお伝えの上、
お申し込みください

https://www.sej.co.jp/arbeit/orientation/index.htmlURL：

スマホやパソコンからもすぐに申込み出来ます！
（セブン-イレブン・ジャパンの専用サイト）

実施内容

店舗での幅広い年齢層の方の多様な働き方をご説明します。
ご興味のある方は、お申し込みの上、是非お気軽にご参加
ください。
（当日は、説明会のみで面接はありません）

お
申
込
み

4月1日(火)～受付開始！

対象

定員

4月18日㈮
14:00～15:30

受付13:40～

袖ケ浦市役所
北庁舎1階
会議室

袖ケ浦市坂戸市場１番地１

会場

5月23日㈮
14:00～15:30

受付13:40～

袖ケ浦市役所
南庁舎２階

そでふれば（1）

袖ケ浦市坂戸市場１番地１

会場



袖防第２９３５号 

令和７年４月１３日 

各  位  

 

袖ケ浦市長 粕谷 智浩 

（公印省略） 

 

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）全国一斉情報伝達試験の 

実施について（お知らせ） 

 陽春の候、皆様におかれましては、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。また日

頃より、市政全般にわたりご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、国では地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、下記のとおり情報伝達試験

を行います。この試験は、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）を用いた試験で、本市

以外の地域でも様々な手段を用いて情報伝達試験が行われます。 

つきましては、下記の情報伝達試験日に市内の防災行政無線スピーカーから試験放送

が流れますので、ご周知を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

記 

１ 実施日時  令和７年５月２８日（水） 午前１１時 

        令和７年６月２５日（水） （予備日） 

        

２ 訓練の流れについて 

  １０時５０分に防災行政無線、生活安全メールにて、Ｊアラート試験放送

についての事前お知らせを放送します。 

 

  １１時００分 防災行政無線からＪアラートの試験放送が流れます。 

     

 （詳細につきましては【裏面】をご参照ください） 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先 

     袖ケ浦市役所 総務部 防災安全課危機管理班 

電話０４３８‐６２‐２１１９ 

 

 

 

 

回   覧 



   防災行政無線などを用いた情報伝達試験の実施  

 

地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達試験を行います。

この試験は、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）(※)を用いた試験で、袖ケ浦市以外

の地域でも様々な手段を用いて情報伝達試験が行われます。  

 

（１） 試験実施日時  

令和７年５月２８日(水) 午前11時00分ころ  

 

予定された日程で実施できなかった場合は、６月２５日（水）となります。 

 

（２）試験内容  

情報伝達手段   放送内容  

  防災行政無線 

及び戸別受信機  

 市内に設置してある防災行政無線から、一斉に、

次のように放送されます。  

【放送内容】  

上りチャイム音  

＋ 「これは、Jアラートのテストです。」×３回 

＋ 「こちらは、ぼうさいそでがうらです。」 

＋ 下りチャイム音  

 

(※) Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛星など

を通じて瞬時にお伝えするシステムです。  

 

【お問い合わせ】  

袖ケ浦市総務部防災安全課危機管理班  

電話 ０４３８-６２-２１１９ 

 

 



袖 消 予 第 ３ ７ ３ ７ 号 

令 和 ７ 年 ４ 月 １ ３ 日 

 

市民の皆様 

 

袖ケ浦市長 粕 谷  智 浩 

                              （公印省略） 

 

住宅用火災警報器設置状況調査の実施について（通知） 

時下、ますます御清栄のこととお慶び申し上げます。 

また、日頃から市消防行政には多大なる御理解と御協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、平成２０年６月１日から市火災予防条例により、全ての住宅に火災の発生を警

報音や音声などによりいち早く周囲に知らせることができる「住宅用火災警報器」の設

置が義務化されました。地域により設置率に差異がありますが、令和６年６月１日時点

での本市の設置率は８０．８％でした。千葉県平均の７９．９％を上回っていますが、

全国平均の８４．５％は下回っています。 

つきましては、住宅用火災警報器の設置状況を把握及び設置率向上を図るため、下記

のとおり消防職員による訪問調査を実施しますので、御協力お願いします。 

記 

１ 実施日時  令和７年５月１１日（日） ９時から１２時 

２ 対  象  市内全世帯から無作為に抽出した約１００世帯 

        （※調査当日は、在宅してお待ちいただく必要はありません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 覧 

住宅用火災警報器（機種により形状が異なります。） 

問合せ 

袖ケ浦市消防本部予防課調査指導班 

〒299-0261 袖ケ浦市福王台 4－10－7 

電話 0438－63－6199（平日） 

0438－64－0119（土日祝日） 

FAX 0438－62－9729 

 



【設置場所】 

  ○ 寝室 

○ ２階以上に寝室がある場合は、階段上の天井 

※台所や居間などには設置義務はありませんが、取付けをおすすめします。 

        

 

 

 

 

 

 

 

【点検及び清掃】 

｢いざ｣というときに住宅用火災警報器が正常に動作するよう、日頃から点検

や清掃をしておきましょう。 

◎点検方法（機種により点検方法が異なります。） 

 

 

 

 

 

 

 

月に１回は作動点検をしましょう! 

また、次のときも必ず作動点検をしてください。 

□ 初めて設置したとき  □ 設置場所を変えたとき  

□ 清掃をしたとき    □ 長い間留守にしたとき 

□ 故障や電池切れの疑いがあるとき 

◎清掃方法 

住宅用火災警報器に埃やクモの巣がつくと、火災の煙を感知しにくくなります。定

期的に乾いた布で汚れを拭き取りましょう。 

 

【悪質な訪問販売には十分ご注意を！】 

消防職員を装って販売などを行う悪質業者にご注意ください。消防署が住宅用火災

警報器や消火器を販売することはありません。 

  

引きひもを引く 

またはボタンを押す 
鳴ればＯＫ！ 



10
月
22
日
（
火
）
～
28
日
（
月
）
ま
で
袖
ケ
浦
市
老
人
福
祉
会

館
で
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
一
般
参
加
を
含
む

63
組
が
96
点
の
作
品
を
出
展
し
、
多
く
の
来
場
者
を
魅
了
し
ま

し
た
。
優
れ
た
作
品
に
は
「
市
長
賞
」「
市
議
会
議
長
賞
」「
社

協
会
長
賞
」
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

10
月
29
日
（
火
）
に
は
同
会
館
大
広
間
に
て
第
34
回
袖
ケ
浦

市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会
・
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
髙
石
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、粕
谷
市
長
、

榎
本
市
議
会
議
長
、
小
島
社
会
福
祉
協
議
会
長
か
ら
祝
辞
を
賜

り
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
貢
献
し
た

功
労
者
の
表
彰
と
と
も
に
、
作
品
展
の
入
賞
者
へ
の
表
彰
も
行

わ
れ
、
日
頃
の
努
力
と
功
績
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

の
ぞ
み
野
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
ぞ
み
野
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

「
百
花
繚
乱　

雅
」

「
百
花
繚
乱　

雅
」

表彰者と作品展入賞者の皆さま表彰者と作品展入賞者の皆さま

福
王
台
福
寿
会

福
王
台
福
寿
会

「
袖
ケ
浦
ふ
る
さ
と
か
る
た
」

「
袖
ケ
浦
ふ
る
さ
と
か
る
た
」

袖
ケ
浦
市
長
賞

袖
ケ
浦
市
長
賞

袖
ケ
浦
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会

袖
ケ
浦
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会

作
品
展
表
彰
式

作
品
展
表
彰
式

地域貢献と創作の意欲を称えて地域貢献と創作の意欲を称えて
発行者／袖ケ浦市シニアクラブ連合会　袖ケ浦市飯富1604　TEL：0438-63-3888　FAX：0438-63-0825

制作・印刷／株式会社ニチコミ　電話：03-5718-3900　http://www.nichicomi.com
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厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て
い
る
日
々

の
中
で
も
比
較
的
温
暖
な
日
と
な
っ

た
、
１
月
20
日
（
月
）
千
葉
県
知
事

（
代
理
出
席
）
他
を
来
賓
に
迎
え
、
ホ

テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
に
お
い
て
、

第
64
回
千
葉
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
千
葉
県
内
の
高
齢

者
の
代
表
者
を
中
心
と
す
る
関
係
者

第
64
回
千
葉
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

理
事
長
表
彰
を
受
賞

神
納
一
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、全
国

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
活
動
表
彰
を
受

賞
し
、
10
月
29
日
（
火
）
に
開
催
さ

れ
た
袖
ケ
浦
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会

に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
活
動
賞
選
考
で
は
、
以
下

の
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、

各
分
野
（
社
会
奉
仕
、
教
養
の
向
上
、

健
康
の
推
進
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

地
域
交
流
）
に
お
い
て
広
範
な
活
動

を
行
い
、
昨
年
度
の
活
動
日
数
は

第
34
回
袖
ケ
浦
市

�

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会

神
納
一
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

が
受
賞

が
相
集
い
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
充
実
発

展
を
図
る
と
と
も
に
高
齢
者
福
祉
の

向
上
を
め
ざ
そ
う
と
す
る
も
の
で
毎

年
開
催
さ
れ
ま
す
。

式
典
に
先
立
ち
「
千
葉
を
襲
っ
た

自
然
災
害
」
と
題
し
、
千
葉
科
学
大

学
副
学
長 

藤
本
一
雄
氏
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に

貢
献
し
た
方
々
の
表
彰
が
あ
り
、
袖

ケ
浦
市
に
お
い
て
は
、
影
山
昭
子
理

事
が
、
活
動
功
労
者
と
し
て
千
葉
県

老
人
ク
ラ
ブ
理
事
長
表
彰
を
受
賞
さ

１
４
０
日
に
及
び
ま
し
た
。
ま
た
、男

女
共
に
踊
り
の
練
習
に
励
み
、シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
芸
能
発
表
会
だ
け

で
な
く
、
市
の
発
表
会
や
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
、
地
域
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
も
参
加
し
、
地
域
貢
献
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
成
果
に
よ
り
、神
納
一
区

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
活
動
表
彰
（
健
康
分
野
）
を

受
賞
し
ま
し
た
。
賞
状
は
千
葉
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
大
藪
常
務
理
事

か
ら
、神
納
一
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
太

田
会
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
袖
ケ
浦
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
功
労
表
彰
が
行
わ
れ
、
2

ク
ラ
ブ
3
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
優
秀
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

神
納
一
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

長
浦
さ
つ
き
会

◆
活
動
功
労
者

　

立
原　
　

勇�（
蔵
波
台
つ
く
も
会
）

　

東
原　

良
仁�

（
鹿
島
区
親
交
会
）

　

小
野
原
勝
男�

（
福
王
台
福
寿
会
）

れ
ま
し
た
。

長
年
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
へ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
よ
る
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

大藪常務理事から
太田会長へ授与髙石会長と影山昭子理事

2令和7年4月 シニアそでがうら

私たちは袖ケ浦市シニアクラブ連合会の活動を応援しています



い
つ
や
っ
て
く
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
に
備
え
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は

非
常
食
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
講

師
に
は
袖
ケ
浦
市
災
害
対
策
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
吉
田
さ
ん
、
佐
々

木
さ
ん
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
山
田

さ
ん
の
３
名
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
日
、
11
月
８
日

（
金
）は
開
催
場
所
で
あ
る
根
形
交
流

セ
ン
タ
ー
（
根
形
公
民
館
）
が
停
電

だ
っ
た
の
で
す
。

電
気
な
し
、
水
道
な
し
の
状
況
で

の
非
常
食
づ
く
り
は
本
当
の
非
常
事

態
で
し
た
。
そ
れ
で
も
講
師
の
山
田

さ
ん
が
事
前
に
（
停
電
は
９
時
か
ら

と
決
ま
っ
て
い
た
の
で
）
焼
き
そ
ば

用
キ
ャ
ベ
ツ
・
人
参
の
下
処
理
を
済

ま
せ
て
く
れ
て
い
て
、
水
は
持
参
で

き
た
の
で
難
を
逃
れ
ま
し
た
。

作
っ
た
も
の
は
、
焼
き
そ
ば
、
ツ

ナ
と
切
干
大
根
の
マ
ヨ
和
え
、
じ
ゃ

が
り
こ
サ
ラ
ダ
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ョ

コ
ク
ラ
ン
チ
の
４
品
で
す
。

い
ず
れ
も
驚
き
と
興
奮
の
連
続

災
害
時
に
お
け
る
非
常
食

の
調
理
実
習

�

女
性
常
任
委
員
長　

大
岩
み
さ
子

女
性
常
任
委
員
の

女
性
常
任
委
員
の

活
動
活
動

で
、
最
後
に
皆
さ
ん
で
試
食
し
な
が

ら
あ
っ
と
い
う
間
の
時
間
で
し
た
。

普
段
か
ら
食
べ
な
れ
た
物
の
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と
防
災
用
備
蓄
食

品
は
、
炭
水
化
物
が
多
い
の
で
タ
ン

パ
ク
質
が
取
れ
る
乾
物
・
缶
詰
等
が

役
に
立
つ
と
の
言
葉
が
講
師
か
ら
あ

り
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
非
常
事
態
の
非

常
食
づ
く
り
、
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で

し
た
。
講
師
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

非常時の備えについても学ぶ

衛生面にも気を配って調理 非常事態の大変さを身を持って体験

水道・電気なしで
完成させた４品

3 令和7年4月シニアそでがうら

私たちは袖ケ浦市シニアクラブ連合会の活動を応援しています



第
22
回
袖
ケ
浦

市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
芸
能
発
表

会
が
２
月
６
日

（
木
）
に
袖
ケ
浦

市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
（
午
前
10
時
～

午
後
３
時
）
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

演
目
は
「
舞
踊
」「
カ
ラ
オ
ケ
」「
詩
吟
」「
コ
ー

ラ
ス
」
で
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
大
い
に
発
揮
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
初
に
特
別
ゲ
ス
ト
の
袖
ケ
浦
市
長 

粕
谷
智

浩
様
と
会
員
に
よ
る
デ
ュ
エ
ッ
ト
、
次
に
粕
谷
市

長
と
袖
ケ
浦
市
議
会
議
長 

小
国
勇
様
に
よ
る
「
あ

ず
さ
２
号
」
が
披
露
さ
れ
、
会
場
が
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

全
48
曲
が
披
露
さ
れ
、
最
後
に
「
ふ
る
さ
と
」

を
合
唱
し
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

芸
達
者
揃
い
踏
み

芸
達
者
揃
い
踏
み

第
22
回
袖
ケ
浦
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
芸
能
発
表
会

粕谷市長と会員による
デュエット

粕谷市長と小国議長のデュエット

ゲスト　鼓蝶会「銭太鼓」

のぞみ野シニアクラブ「歌舞踊」福王台福寿会「フラダンス」

華の会「六文銭」

事
業
報
告

4令和7年4月 シニアそでがうら

私たちは袖ケ浦市シニアクラブ連合会の活動を応援しています



１
月
27
日
（
月
）
薄
日
が
射

し
風
の
な
い
穏
や
か
な
天
気
に

恵
ま
れ
、
総
勢
52
名
が
２
台
の

バ
ス
で
新
春
恒
例
の
初
詣
旅
行

に
出
発
し
ま
し
た
。
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
を
渡
り
川
崎
大
師
へ
と
向

か
い
ま
し
た
。

川
崎
大
師
で
は
名
物
の
く
ず

餅
を
た
く
さ
ん
買
い
求
め
、
あ

ま
り
の
重
さ
に
ひ
と
苦
労
で
し

た
。
首
都
高
に
乗
り
東
京
の

両
国
へ
。
お
楽
し
み
の
お
昼
、

ち
ゃ
ん
こ
鍋
は
思
い
の
ほ
か
た

く
さ
ん
あ
り
、
た
ら
ふ
く
食
べ

て
も
食
べ
き
れ
ず
、
残
す
人
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
歳
に
な
る
と
量
よ
り
質

が
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
首
都
高
～
湾
岸
線
～
東
関

道
に
乗
り
初
詣
本
命
の
成
田
山

新
勝
寺
へ
向
か
い
ま
し
た
。
階

段
組
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
組
に
分

か
れ
お
参
り
し
、
大
本
山
に
１

年
の
健
康
と
幸
せ
を
祈
願
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
お
待
ち
か
ね
の
お

買
い
物
。
お
土
産
は
米
屋
の
羊

羹
と
お
漬
物
。
皆
満
足
し
た
様

子
。
帰
り
の
バ
ス
内
は
皆
談
笑

川
崎
大
師
・
成
田
山
で
笑
顔

８
：
10　

袖
ケ
浦
市
出
発

９
：
00　

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
（
海
ほ
た
る
）

９
：
50　

川
崎
大
師
詣

11
：
00　

首
都
高
で
移
動

11
：
40　

�

昼
食　

両
国
国
技
館
近
く
の

「
花
の
舞
」
で
ち
ゃ
ん
こ
鍋

	

首
都
高
、
湾
岸
線
で
移
動

14
：
10　

成
田
山
新
勝
寺
詣

	

湾
岸
線
、
京
葉
道
で
移
動

17
：
30　

袖
ケ
浦
市
帰
着

日
帰
り
旅
行
　
新
春
初
詣

し
な
が
ら
、
来
年
も
元
気
に
再
会

し
ま
し
ょ
う
と
帰
途
に
つ
き
ま
し

た
。 総

務
部
長
　
野
村
　
忠
弘

成田山でお参り 両国でちゃんこ鍋に舌鼓

川崎大師で記念にパチリ

5 令和7年4月シニアそでがうら

私たちは袖ケ浦市シニアクラブ連合会の活動を応援しています



蔵
波
台
は
、
昭
和
45
年
か
ら
造
成

工
事
が
始
ま
り
58
年
に
完
成
し
た
街

で
、県
内
外
の
各
地
よ
り
多
く
の
人
々

が
移
り
住
ん
で
お
り
ま
す
。

蔵
波
台
つ
く
も
会
は
、昭
和
57
年
に

地
域
の
人
口
増
加
に
伴
い
、高
齢
者
の

親
睦
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
た
ク
ラ

ブ
で
す
。

現
在
の
会
員
は
61
名
で
、会
員
相
互

会
が
で
き
て
今
年
で
47
年
目
。
当

団
地
は
市
内
一
の
古
い
団
地
で
、
私

は
昭
和
47
年
か
ら
入
居
し
ま
し
た
。

48
年
に
自
治
会

が
発
足
し
、
令

和
４
年
に
50
周

年
を
迎
え
ま
し

た
。
福
寿
会
発

足
は
昭
和
55

年
。当

時
か
ら
今

日
に
い
た
る
ま

の
親
睦
を
中
心
に
、助
け
合
い
社
会
奉

仕
の
諸
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

全
員
参
加
の
例
会
は
、
蔵
波
台
自

治
会
館
に
お
い
て
毎
月
開
催
し
、誕
生

月
の
会
員
に
記
念
品
を
贈
り
ハ
ッ

ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
を
合
唱
し
ま
す
。

ま
た
、衛
星
放
送
装
置
を
利
用
し
て

青
春
の
歌
、思
い
出
の
歌
な
ど
の
合
唱

や
、有
志
に
よ
る
自
慢
の
カ
ラ
オ
ケ
を

で
、
特
に
立
ち
上
げ
へ
の
ご
苦
労
は

大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
察

さ
れ
ま
す
。
今
現
在
、
我
々
が
あ
る

の
は
諸
先
輩
の
ご
苦
労
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
も
の
と
感
謝
い
た
し
ま

す
。さ

て
、
我
が
福
寿
会
は
現
在
33
名

の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の

10
年
、
特
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
会

員
数
は
一
時
期
の
六
十
数
名
か
ら
半

数
に
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。60
歳
、

70
歳
の
方
た
ち
は
あ
ま
り
関
心
が
な

毎
月
誕
生
日
会
を
開
催

先
代
へ
の
感
謝
を
胸
に
支
え
合
い

蔵
波
台
つ
く
も
会
　
会
長
　
立
原
　
　
勇

浜
宿
団
地
福
寿
会
　
会
長
　
野
村
　
忠
弘

聴
き
、
豪
華
景
品
付
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

時
に
は
映
画
上
映
、講
演
会
な
ど
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

例
会
の
他
に
は
、蔵
波
公
園
清
掃
を

毎
月
２
回
、
一
円
玉
募
金
活
動
を
通

年
、
歳
末
バ
ザ
ー
、
会
報
発
行
を
毎

月
、
サ
ー
ク
ル
活
動
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、ペ
タ
ン
ク
、カ
ラ
オ
ケ
な
ど
）

を
毎
週
ま
た
は
隔
週
で
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、会
員
の
加
入
促
進
と

活
動
内
容
の
更
な
る
充
実
強
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

い
よ
う
で
、
今
後
心
配
な
こ
と
と
考

え
ま
す
。

会
は
、
新
年
会
、
敬
老
会
等
、
懇

親
会
を
メ
イ
ン
に
毎
月
自
治
会
館
の

清
掃
を
し
て
い
ま
す
。
玄
関
前
の
花

壇
手
入
れ
等
の
福
祉
活
動
や
、
連
合

会
、
公
民
館
主
催
の
諸
行
事
へ
も
積

極
的
に
参
加
。
毎
月
Ａ
４
の
広
報
紙

回
覧
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
新
会
員
勧
誘
の
努
力
を

し
、
会
を
世
話
す
る
人
が
少
な
く

な
っ
た
た
め
、
や
れ
る
人
が
や
る
と

い
う
考
え
で
会
の
運
営
を
図
っ
て
い

く
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

行事には積極的に参加

そ
で
が
う
ら
単
位
ク
ラ
ブ
リ
ポ
ー
ト

そ
で
が
う
ら
単
位
ク
ラ
ブ
リ
ポ
ー
ト

6令和7年4月 シニアそでがうら

私たちは袖ケ浦市シニアクラブ連合会の活動を応援しています



　「シニアそでがうら」では、
会員の皆さまの投稿をお待ち
しています。

　クラブの活動紹介、随筆・俳句・短歌・
川柳・趣味の作品（写真・絵手紙・書など）、
また各種イベント参加の体験談など、皆さ
んに紹介したい事項がありましたら、遠慮
なくご投稿ください。

宛先
　〒299-0256　袖ケ浦市飯富1604
　袖ケ浦市シニアクラブ連合会　事務局

締切：令和７年８月末日といたします。

※なお、原稿の掲載・添削などは編集委員会に
一任願います。

原 稿 募 集

令
和
６
年
度
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
事
業
も
ほ
と
ん
ど

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
ペ
タ
ン
ク
大
会
、
料
理

講
習
や
研
修
会
、
作
品
展
、
芸
能
発
表
会
な
ど
、
多

種
に
わ
た
る
会
員
さ
ん
た
ち
の
活
躍
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
多
く
み
ら
れ
、

喜
ば
し
い
こ
と
で
し
た
。

今
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
認
識
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
60
代
・
70
代
の
方
の
加
入
が
望

ま
れ
ま
す
。�

（
広
報
委
員
）

編
集
後
記

編
集
後
記

そ
で
が
う
ら
文
芸

そ
で
が
う
ら
文
芸

俳
　
句

短
　
歌

川
　
柳

心
ま
で
澄
む
秋
天
の
青
さ
か
な

�

神
納
一
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
米
持
　
昌
弘

リ
ハ
ビ
リ
に
励
む
夫
に
肩
を
か
す

　
妻
の
背
中
に
秋
風
ぞ
立
つ

�
蔵
波
台
つ
く
も
会
　
立
原
　
照
子

今
回
は
作
品
展
に
出
品
さ
れ
た
文

芸
作
品
の
う
ち
、
入
賞
さ
れ
た
作

品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
千
畝
が
地
下
で
泣
い
て
い
る

�

浜
宿
団
地
福
寿
会
　
野
村
　
忠
弘

言うだけ
口腔機能アップ！早口言葉
　早口言葉を大きな声で元気よく言うことで
肺機能向上や認知症予防になると言われています。

①買った肩たたき高かった ②ミャンマーの老若男女

③新春シャンソンショー ④アンドロメダ座だぞ

⑤この寿司は少し酢が効きすぎた

7 令和7年4月シニアそでがうら

私たちは袖ケ浦市シニアクラブ連合会の活動を応援しています



　本紙の発行に際しまして、ご協賛くださいましたスポンサー各位に厚くお礼申し
上げます。今後とも倍旧のご厚誼を賜りますようお願い申し上げます。スポンサー各位への御礼

10月22日（火）～28日（月）に開催さ
れた作品展では、多くの力作が集まり、高評
価を得た作品も多数ありました。どの作品に
も創意工夫が光り、来場者を魅了しました。
次回の作品展も楽しみにしています。皆さん
の素晴らしい作品をお待ちしています！

フォトフォト
日記日記

撮影：事務局

老人ではなく老人ではなくシニアシニアです。です。
健
康

仲
間

社会
貢献

袖ケ浦市シニアクラブ連合会 0438-63-38880438-63-3888 までお問い合わせ先

会 員 募 集 中会 員 募 集 中

袖ケ浦市シニアクラブ作品展袖ケ浦市シニアクラブ作品展

市
議
会
議
長
賞

市
議
会
議
長
賞

8令和7年4月 シニアそでがうら

私たちは袖ケ浦市シニアクラブ連合会の活動を応援しています













回 覧 
 

 

袖消警第２６２７号 

令和７年 ４月１３日 

 

三箇区 各位 

 

袖ケ浦市長 粕谷 智浩 

(公印省略) 

 

袖ケ浦市消防団第１８分団詰所建替えに伴う解体工事について（通知） 

春陽の候、皆様方におかれましては、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 

日頃は市政につきまして、多大なるご理解ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、当市ではこの度、袖ケ浦市消防団第１８分団詰所(三箇５２０－３)の解体工

事を下記のとおり実施いたします。 

つきましては、施工期間中におかれましては、地区の皆様に大変ご迷惑をおかけい

たしますが、何卒ご理解とご協力の程、よろしくお願い申し上げます。 

また、同年１０月頃から翌年２月頃にかけて建設工事が実施されますが、その際に

は改めて通知させていただきます。 

記 

１ 工 事 名  袖ケ浦市消防団第１８分団詰所解体工事   

２ 工事期間  令和７年５月上旬から令和７年７月７日まで 

３ 工事内容  鉄骨造２階建て解体撤去工事 

４ 問合せ先  財政部 資産管理課 

        担当：三浦 TEL：0438-62-3643 

袖ケ浦市消防本部 警防課 

        担当：岡島 TEL：0438-63-6169 

 

 



回 覧 
 

 

袖消警第２６２７号  

令和７年 ４月１３日  

 

鹿島区 各位 

 

袖ケ浦市長 粕谷 智浩  

(公印省略) 

 

袖ケ浦市消防団第１８分団詰所建替えに伴う解体工事について（通知） 

春陽の候、皆様方におかれましては、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 

日頃は市政につきまして、多大なるご理解ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、当市ではこの度、袖ケ浦市消防団第１８分団詰所(三箇５２０－３)の解体工

事を下記のとおり実施いたします。 

つきましては、施工期間中におかれましては、地区の皆様に大変ご迷惑をおかけい

たしますが、何卒ご理解とご協力の程、よろしくお願い申し上げます。 

また、同年１０月頃から翌年２月頃にかけて建設工事が実施されますが、その際に

は改めて通知させていただきます。 

記 

１ 工 事 名  袖ケ浦市消防団第１８分団詰所解体工事   

２ 工事期間  令和７年５月上旬から令和７年７月７日まで 

３ 工事内容  鉄骨造２階建て解体撤去工事 

４ 問合せ先  財政部 資産管理課 

        担当：三浦 TEL：0438-62-3643 

袖ケ浦市消防本部 警防課 

        担当：岡島 TEL：0438-63-6169 

 

 



回 覧 
 

 

袖消警第２６２７号  

令和７年 ４月１３日  

 

小路第２区 各位 

 

袖ケ浦市長 粕谷 智浩  

(公印省略) 

 

袖ケ浦市消防団第１８分団詰所建替えに伴う解体工事について（通知） 

春陽の候、皆様方におかれましては、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 

日頃は市政につきまして、多大なるご理解ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、当市ではこの度、袖ケ浦市消防団第１８分団詰所(三箇５２０－３)の解体工

事を下記のとおり実施いたします。 

つきましては、施工期間中におかれましては、地区の皆様に大変ご迷惑をおかけい

たしますが、何卒ご理解とご協力の程、よろしくお願い申し上げます。 

また、同年１０月頃から翌年２月頃にかけて建設工事が実施されますが、その際に

は改めて通知させていただきます。 

記 

１ 工 事 名  袖ケ浦市消防団第１８分団詰所解体工事   

２ 工事期間  令和７年５月上旬から令和７年７月７日まで 

３ 工事内容  鉄骨造２階建て解体撤去工事 

４ 問合せ先  財政部 資産管理課 

        担当：三浦 TEL：0438-62-3643 

袖ケ浦市消防本部 警防課 

        担当：岡島 TEL：0438-63-6169 

 

 


	スライド 1

